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国の重要無形民俗文化財「南薩摩の十五夜行事」
県の無形民俗文化財「知覧の十五夜そらよい」
（９月27日　浮辺校区公民館）



“南九州市連合青
年団”私たち
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南
九
州
市
連
合
青
年
団
は
、

平
成
19
年
の
南
九
州
市
発
足
に

伴
い
、
頴
娃
・
知
覧
・
川
辺
の

三
町
の
青
年
団
が
合
併
し
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
青
年
団
は
、「
南

九
州
市
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
？
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
交
流
事
業
、

団
員
同
士
の
交
流
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団
員
は
南
九
州
市
在
住
の
20
〜

30
歳
代
の
、
南
九
州
市
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
方
た
ち
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
職
業
は
農
家

か
ら
会
社
員
、
市
役
所
職
員
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

地
域
の
た
め
に
何
か
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
を
後
押

し
で
き
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
元
気
い
っ

ぱ
い
な
青
年
団
の
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
興
味
が
出
て
き
た

方
は
近
く
の
団
員
ま
た
は
市
役

所
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。



“南九州市連合青
年団”私たち

　歩こう会とは、南九州市内に約
20kmのコースを設定し街歩きを行う
もので、青年団にとって一大イベント
です。今年で第７回目を迎え、毎年子
ども連れから高齢の方まで多くの参加
があります。かつて頴娃・知覧・川辺
で夜に開催していた「歩こう会」を、
引き継いで行っており、伝統あるイベントになっています。
　今年の街歩きは、知覧が舞台です。今年は戦後 70年の年であること
から、「『戦後 70 年の今』を歩く」と題し、戦跡を巡ることで、70 年
前の知覧がどのような町であったのか、どのように発展していったのか
を考える機会にしてもらいたいとのこと。また、歩こう会では参加賞を
はじめ、多くのおもてなしが用意されます。お気軽にご参加ください。
詳しくは、７ページの行政情報をご覧ください。
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活 動 内 容 紹 介

歩こう会

交流事業バルーンアート
　「バルーンアートで
多くの子どもたちに笑
顔を！」をモットーに、
この事業が始まりまし
た。主な活動としては、
さまざまなイベントに
バルーンアートで出店
をしたり、子どもたち
と一緒にバルーンアー
トの体験や指導などをしたりしています。また、青年団員もバルーン
アートに魅了され、講習会などを通じて日々練習に励んでいます。
　空気入れと風船があれば、どなたでも簡単にできます。レクリエー
ション活動などで興味のある方は、青年団員が指導などに伺いますの
で、ぜひ声をかけてみてください！

　南九州市連合青年団では、青年団
員との交流はもちろん、世代や地域、
職業を超えたさまざまな団体と交流
をしています。この交流事業を通じ、
多くの方との繋がりをつくることが
目的です。

▲川辺支部青年団団長、有村朋子さん。

▲昨年は、指宿市青年団を南九州市に招き、交流を
行いました。

▲今年は頴娃で行われた “ばんどころ絶景祭り”に参加。

団
員
か
ら
一
言
！

　

兄
弟
で
参
加
し
た
、
夜
に
開
催

さ
れ
た
歩
こ
う
会
で
の
こ
と
で
す
。

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
が
一
緒
に
歩
い
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
」
そ
の
姿
が
、

今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
私
も
あ
の
よ
う
に
人
の
役
に
立
ち

た
い
、
大
人
に
な
っ
た
ら
青
年
団

に
入
る
ん
だ
！
」
と
決
意
を
固
め

た
の
が
、
小
学
校
６
年
生
の
頃
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て

青
年
団
に
入
り
、
活
動
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
、
多

く
の
方
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

で
、
互
い
に
学
び
、
感
謝
を
し
合

え
る
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
笑
顔
に
出

会
え
る
よ
う
、
仲
間
と
共
に
楽
し

く
活
動
し
、
も
っ
と
川
辺
が
盛
り

上
が
る
よ
う
若
い
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
で
す
。



　

私
た
ち
知
覧
支
部
青

年
団
は
、
現
在
15
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
他
支
部

と
の
合
同
の
活
動
の
他

に
、
伝
統
あ
る
知
覧
節
を

知
覧
文
化
祭
で
披
露
し

た
り
、
小
京
都
ふ
る
さ
と

祭
で
う
ど
ん
販
売
の
出

店
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
特
に
知
覧
文
化
祭
で

は
、
毎
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
後
の
演
目
で
出
演
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

長
年
受
け
継
が
れ
て
き

た
こ
の
知
覧
節
を
後
世

に
伝
え
る
べ
く
、
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
20
人
の
団

員
で
楽
し
く
活
動

中
！
川
辺
町
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、

川
辺
祇
園
祭
で
の

神
輿
参
加
や
川
辺

二
日
市
で
の
出
店

参
加
、
ま
た
、
磨

崖
仏
ま
つ
り
や
成

人
式
の
手
伝
い
に

も
参
加
し
て
い
ま

す
。
団
員
の
職
業
は
、
保
育
士
・
会
社
員
・
自

営
業
・
主
婦
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
団
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い

ま
す
。
川
辺
出
身
で
な
い
方
も
Ｏ
Ｋ
！
川
辺
を

愛
す
る
方
、
川
辺
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
私
た
ち
と
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

　

私
た
ち
頴
娃
支
部
青

年
団
は
、
頴
娃
地
域
の

各
地
区
青
年
団
で
の
夏

祭
り
運
営
な
ど
を
中
心

と
し
た
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
全
体
の
活
動
と

し
て
は
、
ゴ
ッ
ソ
イ
ま

つ
り
で
の
ゴ
ッ
ソ
イ
焼

き
の
参
加
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
全
力
で
楽
し
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
ま

で
の
形
に
こ
だ
わ
ら
な
い
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う

な
活
動
・
組
織
作
り
を
し
て
、
若
い
力
で
地
域

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
画
策
中
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
、
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
友
だ
ち
も

大
事
だ
け
ど
、
他
の
町
の
人
と
も
知
り
合
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

今
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
活
動
の
一
つ
と
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
教
え
て
く
れ
る
人
も
近
く
に
い
る
の
で
、
参

加
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
練
習
を
し
て
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
作
り
た
い
で
す
。

将
来
は
、
子
ど
も
た
ち
が
南
九
州
市
に
残
っ
て

青
年
団
に
入
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
一
緒

に
活
動
し
た
い
で
す
。
楽
し
い
こ
と
や
思
い
を
共

有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
入
っ
て
い
な
い

人
に
は
、
ま
ず
青
年
団
を
知
っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ

か
ら
で
す
ね
。
成
人
式
の
手

伝
い
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
イ
ベ

ン
ト
を
も
っ
と
し
て
青
年
団

を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

団
長
に
な
っ
て
２
年
目
で
す
。
み
ん
な
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
「
ゆ
る
く
や
ろ
う
」
と
今
年
宣

言
し
ま
し
た
。
団
員
に
は
市
の
職
員
が
多
い
の
で

も
っ
と
多
く
の
職
種
の
団
員
を
増
や
し
た
い
で
す
。

市
内
に
は
青
年
団
に
入
っ
て
い
な
い
若
い
人
が
ま

だ
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
面
倒
く
さ
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
の
か
な
。
実
際
入
っ
た
ら
知
り
合
い
が
増
え

て
い
い
で
す
よ
。
川
辺
支
部
は
多
く
の
職
種
の
団

員
が
活
動
し
て
お
り
、

同
級
生
で
あ
る
前
団
長

と
も
青
年
団
に
入
っ
て

か
ら
知
り
合
い
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

青
年
団
を
「
知
り
合
う

場
」
に
し
て
も
ら
い
た

い
、
そ
し
て
、「
横
の
つ

な
が
り
」
を
作
っ
て
も

し
や

言
し

も
っ

市
内

だ
い

あ
る

て
い
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[ 担当 ]川▢社会教育課 社会教育係

　南九州市連合青年団は、青年団員を募集して
います。地域づくりや、イベント企画などに興
味のある方、とにかく楽しい活動がしたい方、
故郷である南九州市に何か貢献したい方など、
興味のある方はぜひ団員または担当係にお知ら
せください！

ゴッソイまつり
知覧文化祭

川辺二日市

川辺支部青年団より

知覧支部青年団より 頴娃支部青年団より
各支部の活動も盛ん！

青年団は“知り合う場”

▲市連合青年団団長、濵田竜也さん。
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９月12日、諏訪運動公園で「川辺花火大会」が開催されました。これは
台風で延期になった川辺祇園祭の日に開催予定だったもので、約２千発のメッ
セージ花火やミュージック花火が秋の夜空を彩りました。間近で打ち上げられ
る色鮮やかで迫力のある花火や音楽に合わせたテンポの良い花火の演出に、
来場者は楽しいひと時を過ごしました。

長崎市で（公財）日本ゲートボール連合杯争奪「第
10 回九州地域ミドルゲートボール大会」が行われ、
鹿児島たぬきチームが見事優勝。この大会は 65歳未
満の方が参加でき、今年は晴天の下、11チームが優
勝をねらって熱い戦いを繰り広げました。主将の福吉
さんは「今年は優勝を狙っていきました。来年も連覇
を狙ってがんばります」と話しました。

▲オープニングセレモニーでは、川辺高校吹奏楽部、緑が丘こばと園・
川辺学習館の鼓笛隊、新「女みこし」のお披露目があり、会場内は
地域の方を中心に盛り上がりました。 ▲（有）六葉煙火が魅せる花火の数々。

▲前列左から、成尾和子さん、福吉悠一さん、松久保忠文さん、後列左から、古屋純
次さん、飯伏裕章さん、尾曲義弘さん。市長へ優勝報告に来られました。

ゲ ートボール九州大会で初優勝 ！ ～鹿児島たぬきチームが結成８年目で快挙～

川 辺花火大会が開催されました ！  ～２千発の大輪 ！７千人を魅了～

▼都吹（株）は冷凍食品製造を手掛ける会社で、川辺地域に新設する工場は来年2月
の本格操業を目指しています。

９月 16日、市役所で都
つ ぶ き

吹（株）（広島県世羅町）
との立地協定式が行われました。新工場では、た
い焼きやワッフル、スイートポテトなどを生産し
ます。信川誠社長は、「雇用面で人材が豊富なこと
も南九州市を選んだ理由。地産地消の商品を開発
し、多くの雇用を創出したい」と話しました。今後、
40～ 50人の新規雇用を予定しています。

都 吹（株）と立地協定 ～川辺町平山に菓子類製造工場を新設～



９月30日、南九州市交通安全市民運動推進協議
会主催の「旗の波」作戦が広瀬橋周辺で実施されま
した。参加関係機関の約 120 人が列を作り、旗など
を掲げ、ドライバーや歩行者へ交通ルール遵守を呼

びかけました。参加
者は、「交通ルール
を守る人が少しでも
増え、交通事故の減
少につながればうれ
しい」と話しました。

旧高城家住宅は、江戸時代に建築されたとの伝承
もある、市内でも数少ない茅葺屋根の建物です。南
九州の古い建物は二棟型が基本で、なかでも知覧の
建物は棟と棟をつなぐ小棟の形状が独特であること

から、知覧型二つ家
と呼ばれています。
歴史ある建物が今回
の総葺き替えで美し
い姿となりました。

ＮＰＯ法人頴娃おこそ会が、古民家再生プロ
ジェクトに取り組んでいます。地域住民と霧島市
の第一工業大学の学生の協力を得て、頴娃町石垣
商店街に建つ築 100 年の元塩屋を改築中です。

また、同団体は
国土交通省の地域
づくり表彰受賞団
体に選ばれ、11 月
に表彰式が開催さ
れます。

10月３日、兵庫県で開催された第 35回全日本早
起き野球大会に「川辺ゴロリーズ」チームが鹿児島
代表で出場しました。このチームは川辺中学校で野
球部の部員だった方たちの集まりで、毎週練習をし

て大好きな野球を楽
しんでいます。１試
合目惜敗の結果に、
選手は「来年また出
場できるよう頑張り
ます」と話しました。

9月 7日、鹿児島市在住の有馬純弘さんから頴娃
図書館に 100 万円、母校である頴娃小学校に 50
万円の寄附をいただきました。有馬さんは昭和 55
年から旧頴娃町の教育長を 2 期 8 年務められた方

です。教育行政に
尽力された有馬さん
の思いを大切にし
て、頴娃図書館で
は主に児童書を充
実させる予定です。

▲本人が高齢のため、贈呈式当日は、甥の有
馬秀一さんご夫妻が代理で頴娃図書館に
来館され、中村洋志教育長へ目録を贈呈。

10月７日、道路愛護に尽力した団体などをたたえる
県知事表彰の伝達式が南九州市役所で行われ、柳自
治会が表彰されました。今回の表彰は高齢化の進む自

治会において、昭和
40 年頃から長年に
わたり約６キロの道
路などを自治会全体
で除草および清掃を
行なっていることが認
められたものです。
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▲朝７時20分から活気あるあいさつなどが飛
び交う川辺町広瀬橋周辺の様子。

交通事故死ゼロを目指す日
   ～「旗の波」作戦～

▲平成４年から５年にかけて実施した修理・
復元工事以来の本格的な総葺き替えが行
われました。

茅葺屋根を葺き替えました
　　　～知覧町上郡の旧高城家住宅～

▲９月11日から13日には、誰でも参加できる
「紙すき＆壁紙貼り体験」も開催。地域住民
や観光客が集まる憩いの場を目指します。

古 民家を地域と来訪者の交流拠点へ ～頴娃おこそ会の古民家再生プロジェクト～

▲野球大好きな方、野球に興味のある方、彼ら
と一緒に野球を楽しみませんか。部員仲間
を随時大募集中です！

川辺ゴロリーズ   全日本大会に出場
　　　～県民体育大会軟式野球の部は準優勝～ 寄附をいただきました ～頴娃図書館と頴娃小学校に～

▲南薩地域振興局の西井上誠局長から鯵坂貞
法柳自治会長へ表彰状が贈呈されました。

道路愛護表彰 伝達式 ～柳自治会（川辺地域）県知事表彰～
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催
　
し

11
月
は「
文
化
芸
術
に
親
し
む
月

間
」で
す

　
南
九
州
市 
川
辺・知
覧・頴
娃
支
部

　
文
化
祭　
11
月
２
〜
３
日

南
九
州
市
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◯
展
示
発
表

■
開
催
日
＝
11
月
２
日（
月
）〜

３
日（
火
）

■
場
所
＝
ひ
ま
わ
り
館・知
覧
体
育

館・頴
娃
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

高
校
生
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、薩
南

工
業
高
校
生
に
よ
る
親
子
木
工
体
験

教
室
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、保
育
士
に

よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど（
予
定
）

■
参
加
料
＝
無
料

﹇
問
﹈南
九
州
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー「
つ
み
き
」

　
☎
０
９
９
３-

38-

０
８
０
０

第
10
回
記
念
南
九
州
市
み
ど
り

の
美
術
展  

開
催

　
市
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
、絵
画

を
通
じ
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
第
10
回
記
念
と
し
て
絵
て
が

み
部
門
の
復
活
と
新
た
に
ジュ
ニ
ア
の

部
を
設
け
、市
内
小・中
学
生
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。絵
画
は
11
月
７
、８

日
に
頴
娃
武
道
館
ま
で
搬
入
、絵
て
が

み
は（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
に
１
人
２

点
ま
で
）11
月
４
日（
消
印
有
効
）ま
で

に
頴
娃
文
化
会
館
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
、担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
22
日（
日
）〜
29
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
11
月
29
日
は
午
後
２
時
ま
で

■
場
所
＝
頴
娃
武
道
館

■
入
場
料
＝
無
料

﹇
担
当
﹈頴▢
分
室 

教
育
振
興
課

◯
舞
台
発
表

■
開
催
日
＝
11
月
３
日（
火
）

■
場
所
＝
川
辺・知
覧・頴
娃
文
化
会
館

﹇
問
﹈川▢
社
会
教
育
課  

文
化
振
興
係

第
７
回
南
九
州
市
歩
こ
う
会

in
知
覧

　
知
覧
に
残
る
さ
ま
ざ
ま
な
戦
跡
を
巡

る
コ
ー
ス
で
す
。歴
史
の
歩
み
を
家
族・

友
人
と
一緒
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
希
望
者
は
担
当
係
ま
た
は
市

連
合
青
年
団
員
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜

■
場
所
＝
知
覧
地
域（
約
12
㎞
コ
ー
ス
）

 

（
集
合
場
所
：
知
覧
平
和
公
園
）

■
参
加
料
＝
５
０
０
円

■
主
催
＝
南
九
州
市
連
合
青
年
団

※
歩
こ
う
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、担
当
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈川▢
社
会
教
育
課  

社
会
教
育
係

南
九
州
市
こ
ど
も
まつり

　
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
み

き
主
催
の
南
九
州
市
こ
ど
も
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
３
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
＝
頴
娃
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
体
育
館
前
広
場

■
内
容
＝
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、消
防
車・

パ
ト
カ
ー・白
バ
イ
乗
車
体
験
、頴
娃

第 30回国民文化祭・かごしま２０１５
詩の現在・詩の未来

現代詩の祭典in南九州市
開催日・場所　11 月８日（日）　知覧文化会館

　国内最大の文化の祭典「国民文化祭」が10月31日から開幕さ
れ、本市では、『現代詩の祭典in南九州市』を開催します。
　式典では、表彰式、優秀作品朗読のほか、現在、南日本新
聞にエッセイを連載中の和合亮一さんらをゲストに迎えての詩
の朗読などがあります。ぜひ、市民の皆さんも参加してください。
■日　程
　10 時 受　付
　12 時 15 分　オープニング（川辺フィルハーモニー管弦楽団）
　13 時 式　典
 ・表彰式、優秀作品朗読
 ・朗読劇（劇団いぶき）
 ・詩の朗読（和合亮一さん、和合敦子さん）
 ・てい談「詩の現在・詩の未来」
 （城戸朱理さん、和合亮一さん、石田瑞穂さん）

　会場では薩南工業高校茶ボラによるお茶会や女性団体によ
る昼食バザーもあります。また、知覧特攻平和会館・ミュー
ジアム知覧の無料見学（要申込）もできます。
※知覧特攻平和会館・ミュージアム知覧の無料見学は、受付
で申し込んでください。

[ 担当 ]川▢社会教育課  文化振興係
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「
世
界
を
知
ろ
う
！

　
　
　

  

日
本
を
伝
え
よ
う
！」

　
南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、鹿

児
島
大
学
の
留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
料
理
や
文
化
に

触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　
ぜ
ひ
、家
族
や
友
だ
ち
を
誘
っ
て
、参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
29
日（
日
）

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
場
所
＝
知
覧
校
区
公
民
館

■
内
容
＝

　
①
料
理
de
交
流
会

　
②
ラ
ン
チ
de
交
流
会

　
③
留
学
生
に
よ
る
出
身
国
の
紹
介

　
④
武
家
屋
敷
散
策

■
参
加
料
＝
会
員
：
５
０
０
円

　
　
　
　
　
一
般
：
７
０
０
円

※
④
に
つ
い
て
は
武
家
屋
敷
入
場
料
が

た
を
体
験
し
て
み
た
い
方
、こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈川▢
保
健
体
育
課

　
　
　
知▢・
頴▢
分
室 

教
育
振
興
課

募
　
集

初
級
韓
国
語
講
座 

参
加
者
募
集

　
南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、前

期
に
引
き
続
き
、初
級
編
の
韓
国
語
講

座
を
開
催
し
ま
す
。会
員
で
な
い
方
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、参
加
し
て

別
途
５
０
０
円
必
要
で
す
。

■
定
員
＝
先
着
25
人

■
申
込
方
法
＝
11
月
20
日（
金
）ま
で
に

事
務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。当
日
、午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
お
手
伝
い
で
き
る

方
は
ぜ
ひ
連
絡
く
だ
さ
い
。（
外
国
語

が
話
せ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
）

﹇
担
当
﹈事
務
局
知▢
企
画
課  

企
画
係

み
ん
な
集
ま
れ！

　
　
　
「
な
ぎ
な
た
教
室
」

　
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、平

成
32
年
開
催
予
定
の
第
75
回
国
民
体
育

大
会「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」に

向
け
た
競
技
力
向
上
対
策
事
業（
ジ
ュ

ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業・な
ぎ
な
た

教
室
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぎ
な
た
を
全
く
知
ら
な
く
て
も
大

丈
夫
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
、な
ぎ
な

く
だ
さ
い
。

■
日
程
＝
11
〜
３
月
の
第
１・３
木
曜
日

午
後
７
〜
８
時
30
分

（
月
２
回
、全
10
回
）

※
初
回
：
11
月
５
日（
木
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
参
加
料
＝
会
員
：
３
千
円 

　
　
　
　
　
一
般
：
４
千
円

■
定
員
＝
先
着
20
人

■
申
込
方
法
＝
11
月
２
日（
月
）ま
で
に

事
務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈事
務
局
知▢
企
画
課  

企
画
係

▲出身国の紹介をする留学生

汚泥再生処理センターの
名称募集
　南さつま市加世田村原地内に建設
され、平成28年４月１日供用開始予定
の汚泥再生処理センターの名称を募
集しています。
　既存のし尿処理施設から景観や周辺環境に配慮した近代的な施
設へと生まれ変わります。
　新たな施設にふさわしく、親しみやすい名称を提案してください。
　応募された名称の中から大賞1点、入賞２～３点を決定します。
なお、大賞には３万円相当額、入賞には５千円相当額の賞品が授与
されます。
■締切＝11月20日（金）（郵送の場合は当日消印有効）
　詳しくは、南薩地区衛生管理組合ホームページの募集要項をご覧
ください。

【お問い合わせ】
南薩地区衛生管理組合  事務局　☎0993-53-7730

　汚泥再生処理センターとは、し尿・浄化槽汚泥の衛生処理だ
けではなく、汚泥の有効利用が可能な再生・資源化（助燃剤）設
備を備えた施設です。処理対象区域は、南九州市（知覧町、川
辺町）、南さつま市、枕崎市、日置市（伊集院町、日吉町、吹上町）
です。
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[

問]

知▢
企
画
課  

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

不
法
投
棄
に
厳
正
に
対
処
し
て
い
き
ま

す
。不

法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

罰
則
は
、５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、ま
た
は
こ
れ

ら
が
併
科
さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
一

人
一人
が「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。さ
せ

な
い
。見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」と
い

う
意
識
を
持
ち
、不
法
投
棄
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

﹇
問
﹈川▢
市
民
生
活
課 

生
活
環
境
係

 

11
月
12
〜
25
日
は「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間  

暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。特
に

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
は
加
害
者
が
悪
い
の
で
す
。

　
被
害
を
受
け
た
あ
な
た
に
責
任
は
あ

り
ま
せ
ん
。一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。

シニ
ア
の
た
め
の
パン
作
り
教
室

〜
パ
ン
と
お
茶
の
館「
茶
楽
里
」〜

　
パ
ン
と
お
茶
の
館「
茶
楽
里
」で
は
、

シ
ニ
ア
の
方
を
対
象
と
し
た
パ
ン
作
り

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
指
先
を
使
う
簡
単
な
作
業
で
、あ
ん

パ
ン
や
調
理
パ
ン
作
り
が
楽
し
め
ま

す
。お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
、ぜ
ひ
、参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
〜
４
時

■
場
所
＝
介
護
予
防
拠
点
施
設　
パ
ン

と
お
茶
の
館「
茶
楽
里
」

■
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

■
参
加
費
＝
５
０
０
円

■
定
員
＝
先
着
10
人

■
申
込
方
法
＝
11
月
24
日（
火
）ま
で
に

「
茶
楽
里
」へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

[

問]

パ
ン
と
お
茶
の
館「
茶
楽
里
」

　
☎
０
９
９
３-

83-

３
０
０
６

　
　
（
定
休
日
：
月
曜
日
）

お
知
ら
せ

犬
の
飼
い
方

　
　
　
ル
ー
ル
とマナ
ー

　
「
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
を
持
ち
帰
ら

な
い
」「
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
」

な
ど
犬
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
の
散
歩
の
際
は
、ス
コ
ッ
プ
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
携
帯
し
フ
ン
を
必
ず
持

ち
帰
って
く
だ
さ
い
。犬
の
放
し
飼
い

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。放

し
飼
い
に
よ
り
交
通
事
故
に
あ
った
、

人
を
咬
ん
だ
と
の
事
案
が
毎
年
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、散
歩
の
時
な
ど

は
、必
ず
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
犬
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、鑑

札
を
付
け
て
い
る
と
飼
い
主
が
す
ぐ

分
か
り
ま
す
の
で
、必
ず
付
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
新
た
に
犬
を
飼
う
場
合
は
、市
へ
登

録
が
必
要
で
す
。登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、担
当
係
で
登
録
の
手
続
き

を
行
って
く
だ
さ
い
。

[

担
当]

川▢
市
民
生
活
課  

生
活
環
境
係

知▢・
頴▢
支
所 

生
活
環
境
係

11
月
は

「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」

市
で
は
こ
の
期
間
、県
や
警
察
と
連

携
し
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不

【不法投棄防止啓発ロゴ】

期
間
中
、
パ
ー

プ
ル
リ
ボ
ン

に
よ
り
啓
発

を
行
い
ま
す
。

女
性
が
腕
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
姿
を
描
い
て
お

り
、
女
性
の
表
情
、
握
り
締
め
た
こ
ぶ
し
、

ク
ロ
ス
さ
せ
た

腕
に
よ
り
、
女

性
に
対
す
る
暴

力
を
断
固
と
し

て
拒
絶
す
る
強

い
意
思
を
表
し

て
い
ま
す
。

◎女性のための法律１１０番
☎０９９-２２１-６６３１に連絡を

　ＤⅤ、セクハラ、ストーカーなど女性に対する暴力や
離婚にまつわる問題など、女性の人権に関わる問題につ
いて、女性の弁護士が電話と面接で相談に応じます。
予約優先です。詳しくは、お問い合わせください。
■ 日時＝ 11 月 18 日（水）午前 10 時～午後４時
[ 問 ] 鹿児島県男女共同参画センター相談室
 （かごしま県民交流センター内）
 ☎０９９- ２２１- ６６３０（６６３１）
 午前９時～午後５時（月曜日は休館）

▼

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

▼

女
性
へ
の
暴
力
の
根
絶
を
訴

え
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
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せ
」が
届
き
ま
す
。

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ
の
制

度
で
す
。ぜ
ひ
、協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

﹇
問
﹈裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑

事
部  

裁
判
員
係

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

検
察
審
査
員
：

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

２
０
１
６
年
版 

　
鹿
児
島
県
民
手
帳　
販
売

　
鹿
児
島
の
情
報

が
ギ
ュッ
と
詰
ま
っ

た
実
用
的
な
一
冊

で
す
。毎
年
掲
載
し

て
い
る「
ふ
る
さ
と

の
主
な
催
し
」な
ど
に
加
え
、さ
ら
に
内

容
を
充
実
！「
郷
土
の
味
」や
割
引
パ
ス

ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
な
ど
新
し
い
試
み

が
満
載
で
す
。

　
安
く
て
便
利
な
県
民
手
帳
、平
成
29

年
３
月
ま
で
使
え
ま
す
。購
入
希
望
者

は
、担
当
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
サ
イ
ズ
＝
縦
15
㎝
×
横
8.5
㎝

■
色
＝
黒
、赤

■
価
格
＝
５
４
０
円（
税
込
）

﹇
担
当
﹈知▢
企
画
課   

広
報
統
計
係

県
民
と
県
議
会
と
の
意
見
交
換
会

「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」開
催

  
〜
知
恵
を
出
そ
う
み
ん
な
で
創
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
県
の
未
来
〜

　
県
議
会
と
南
薩
地
域
振
興
局
管
内

の
方
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
。議
会
の
役
割
や
活
動
内
容
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
、地
域
の
諸
課
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。入
場

料
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
22
日（
日
）午
後
１
〜
３
時

■
場
所
＝
ふ
れ
あ
い
か
せ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
さ
つ
ま
市
）

■
テ
ー
マ
＝「
あ
な
た
の
考
え
る
南
薩

地
域
の
振
興
策
」ほ
か
県
政
一般

■
参
加
議
員
＝
議
長
、副
議
長
、地
元
選

出
議
員
、そ
の
他
県
議
会
議
員

﹇
問
﹈県
議
会
事
務
局  

総
務
課

　
　
☎
０
９
９-

２
８
６-

５
０
１
３

「
裁
判
員
候
補
者
」ま
た
は「
検
察

審
査
員
候
補
者
」に
選
ば
れ
た
方へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、選
挙
権
を

有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

ま
す
。「
裁
判
員
候
補
者
」、「
検
察
審
査

員
候
補
者
」に
選
ば
れ
た
方
へ
は
、11
月

中
旬
頃
に「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の

記
載
の
お
知
ら
せ
」ま
た
は「
検
察
審

査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

●市有財産の売払い●
　市では、今後も公共的活用の見込まれない
市有財産を一般競争入札し、売り払います。
■申込受付　10月21日（水）～11月２日（月）
■入札日時　11月10日（火）
 受付：午後１時～
 入札：午後１時30分～
■申込書
　知▢財政課財産管理係に準備しています。また、市ホームページでもダウンロードできます。
■申込方法
　直接持参のみ受け付けます。郵送やＦＡＸ、インターネットなどによる申し込みは受け付けません。

[担当]知▢財政課  財産管理係   
合併処理浄化槽への切り替えを優遇します！

平成 28 年 4月 1日改定　合併処理浄化槽設置整備事業補助金
　市では、単独処理浄化槽とくみ取り便槽からの設置替えへの助成を優遇し、合併処理浄化槽のさらなる普及率向上を図
るため、合併処理浄化槽設置整備事業補助金を次のとおり改定します。

※特殊工事（湧水・岩盤撤去・ポンプアップ
など）に対する補助金については廃止します。
　単独処理浄化槽やくみ取り便所は台所・洗
濯・風呂などの生活雑排水は浄化されないま
ま河川などへ流れ込み、水辺が汚れる大きな
原因となっています。この機会にぜひ、合併
処理浄化槽への切り換えを検討してください。

改定後の補助限度額（平成28年4月1日から）

人　槽

１施設に対する補助限度額

新規の場合
既設のくみ取り
便槽から設置
替えする場合

既設の単独処理浄化槽から設置替えする場合
単独処理浄化槽を撤
去しない場合

単独処理浄化槽を撤
去した場合

５人槽 16万６千円 43万２千円 48万２千円 57万２千円
７人槽 20万７千円 51万４千円 56万４千円 65万４千円
10人槽 27万４千円 64万８千円 69万８千円 78万８千円

■物件一覧
番号 物　件　名 所　在　地 地目 面積（㎡）

１ 旧二松中学校用共済
住宅用地

知覧町塩屋24467番地 宅地 869.99
知覧町塩屋24470番地 3,272.0

２ 手蓑開発用地 知覧町郡9693番地 原野 1,0510
３ 手蓑開発用地 知覧町郡9694番地 原野 215.0
４ 手蓑開発用地 知覧町郡9698番2 山林 144.0

[ 担当 ]川▢市民生活課  環境保全係　頴▢・知▢支所  生活環境係
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◎
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
１
２
０-

２
７
９-

３
３
８

  （
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル  

つな
ぐ  

さ
さ
え
る
）

※
通
話
料
は
無
料
で
す
。最
初
に
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。相
談
し
た

い
こ
と
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、公
衆
電
話
か

ら
も
つ
な
が
り
ま
す
。

交
通
事
故
無
料
相
談
会

交
通
事
故
に
関
す
る
も
の
全
て
に
つ

い
て
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
10
月
31
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館

※
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
）

﹇
問
﹈Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者
救

済
推
進
協
会  

南
薩
地
区
担
当  
有
田

 

☎・℻▢
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９

調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
予
約
は
不
要
で
、相
談
者
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容
＝
交
通
事
故
損
害
賠
償
、

土
地
建
物
売
買・譲
渡
、金
銭
貸
借
、

土
地
境
界
、婚
姻・離
婚
、夫
婦・親

子
関
係
、遺
産
相
続
な
ど
の
調
停
手

続
き

■
日
時
＝
11
月
17
日（
火
）

相
　
談

介
護
の
日『
介
護
相
談
会
』

市
で
は
、介
護
に
つ
い
て
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
11
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
＝
頴
娃
庁
舎
、ち
ら
ん
夢
郷
館
、

　
　
　
　
川
辺
庁
舎

■
相
談
内
容
＝
介
護
保
険
制
度
、介
護

サ
ー
ビ
ス
内
容
、介
護
認
定
、介
護
の

悩
み
、認
知
症
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

﹇
担
当
﹈川▢ 

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　
　
　
頴▢・
知▢ 

支
所 

介
護
高
齢
者
係

よ
り
そ
いホット
ラ
イ
ン

（
24
時
間
年
中
無
休
電
話
相
談
）

　
ど
ん
な
人
の
、ど
ん
な
悩
み
に
も
よ

り
そ
って
、一緒
に
解
決
す
る
方
法
を
探

し
ま
す
。

　
電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。一人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容
＝
生
活
、仕
事
、住
居
、自

殺
願
望
、心
、家
庭
、お
金
、病
気
、障

害
、犯
罪
、性
、Ｄ
Ｖ・性
暴
力
、子
ど

も
、法
律・法
的
手
続
き
、行
政
な
ど

の
諸
手
続
き
、教
育
、人
間
関
係
、外

国
籍
、被
災
地・原
発
ほ
か

　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
場
所
＝
山
形
屋
１
号
館
７
階
１
号
社

交
室（
鹿
児
島
市
金
生
町
）

﹇
問
﹈鹿
児
島
調
停
協
会（
鹿
児
島
地
方・

家
庭
裁
判
所
内
）

　
☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
２
１

若
年
者
の
就
労
支
援

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、若
年
者
の
就
職
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

丁
寧
に
支
援
し
ま
す
。（
相
談
、就
労
支

援
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
出
張
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ

さ
い
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

■
対
象
者
＝
15
〜
39
歳
の
若
者
お
よ
び

家
族・保
護
者

■
相
談
料
＝
無
料

◎
川
辺
町・知
覧
町
に
住
ん
で
い
る
方

■
日
時
＝
毎
月
第
１・３
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
〜
４
時　

■
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
加
世
田

◎
頴
娃
町
に
住
ん
で
い
る
方

■
日
時
＝
毎
月
第
２・４
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
〜
３
時

■
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

﹇
問
﹈か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

ショ
ン

　
☎
０
９
９-

２
９
７-
６
４
３
１

平成27年国勢調査への回答ありがとうございました

[担当]  知▢企画課  広報統計係

　平成27年10月１日を基準日として、
平成27年国勢調査を実施しました。

　調査実施にあたりご協力いただきました関係者の皆さ
ん、調査に回答された皆さん、ありがとうございました。
　この国勢調査は、日本に住んでいる全ての人と世帯を対
象に実施され、集計結果はさまざまな行政資料などとして活
用されます。

※まだ調査への回答をしていない方がいましたら、
すぐに調査員または市役所までご連絡ください。

　今後、世帯の方が回答された内容で分からない
ことがあった場合、市役所から電話で問い合わせが
ありますのでご協力をお願いします。（調査票で質
問のあった項目のみお尋ねします。「かたり調査」に
ご注意ください）
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税務署での相談は予約を
　税務署での相談は、事前の予約をお願いします。
　具体的書類や事実関係を確認する必要があるな
ど、相談内容により電話などでの回答が困難な場合
には、電話などで事前に相談日時などを予約いただ
き、最寄りの税務署で相談を受け付けています。
　予約の際は、名前・住所・相談内容などを伺います。
　なお、税金の納付相談や確定申告期において申告
書作成会場へ行く際は、事前の予約は必要ありませ
ん。
【お問い合わせ】
　知覧税務署〒 897-0393　南九州市知覧町郡 6212 番地
　　　　　　　　　　　☎ 0993-83-2411（自動音声案内）

● 知覧税務署からのお知らせ ●

被用者年金一元化法が施行されます
　平成24年8月に成立した「被用者年金一元化法」
により平成 27 年 10月 1日から、これまで厚生年
金と3つの共済年金に分かれていた被用者年金制
度が厚生年金制度に統一されます。
●平成 27 年 10月以降、厚生年金の決定・支払は
従来どおり、厚生年金被保険者期間分は日本年
金機構、共済組合などへの加入期間分について
は各共済組合などで行います。

●厚生年金に関する届書など（注）は、日本年金
機構（年金事務所）または各共済組合などのど
の窓口でも受け付けします。

（注）①平成 27 年 10月以降に受給権が発生した
厚生年金に限ります。

②障害給付の届書などの一部の届書を除き
ます。

移動年金相談所
〇11月５日（木）
　南さつま市役所  スタジオ21
〇11月19日（木）
　指宿市役所
〇11月26日（木）
　枕崎市市民会館
※相談時間は各会場、午前10時～午後３時
　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。他市
で実施している相談所でも相談できます。
　移動年金相談は完全予約制（定員24人）。
　１週間前までに、鹿児島南年金事務所に予約してく
ださい。

年 金 だ よ り

　年金について分からないことがありましたら、近くの年金事務所
へご確認ください。
【お問い合わせ】　
　鹿児島南年金事務所　☎099-251-3111　
　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

平
成
27
年

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
11
月
９
日（
月
）〜
15
日（
日
）

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予

防
意
識
の
い
っ
そ
う
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

３
つ
の
習
慣

◎
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◎
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◎
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

◎
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◎
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

◎
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

◎
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

『
無
防
備
な

　
　
心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんと
の公平性を確保するため、滞納処分を強化し、滞
納の解消に取り組んでいます。
◎納税に関する相談
　失業・病気などにより一度に納税することが困難
な方や収入がない方につきましては、随時、納税
相談を受け付けています。
[担当]
　頴▢収納対策課  収納対策係（頴娃庁舎本館２階）

27年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数
（件）

月
差し押さ 
えを実施 
した件数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4月～8月 135 124 1 8 0 2 ０
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市ホームページで、
委員会の開催予定や
協議資料、会議の記
録などの詳細情報を
掲載しています。

　８月25日に御領地区公民館で開催された第７回頴娃地区統合中学校開設準備委員会において、頴娃地区の新中
学校の場所が選定されました。
　その後、新中学校の場所について、頴娃地区統合中学校開設準備委員会委員長より市長報告・協議を行い、市教
育委員会において正式決定し、市議会へ報告しました。

頴娃地区の新中学校の場所が決定！

市ホームページ
学校再編

◆協議内容◆
〇平成26年12月の協議開始から、これまでの協議（全６回）において、新中学校
開校に必要な８つの要因ごとに、メリットや懸念材料を出しあいながら分析
を行った。

〇第７回の委員会において、頴娃の新しい中学校の場所について、最もふさわ
しい場所の協議を行い、最終的には、既存の３中学校および頴娃運動公園
の中から、委員の投票により新中学校の場所を選定した。

◆主な選定理由◆
〇通学シミュレーションにおける平均の通学距離が最も短く、通学時間が短い。
〇建設年度が最も新しく、最大の保有面積である体育館を有効活用でき、最も
建設経費の負担が少ない場所である。

〇頴娃運動公園が近くにあり、体育館や陸上競技場など、既存施設の有効利用
が可能である。

頴娃中学校の場所に新中学校を開校する

◆今後のながれ◆
〇新中学校を頴娃中学校に開校することとなった選定理由および新中学校の概要やスケジュールなどについて、
住民説明会を実施します。

〇その後、新中学校の名称の決定や、校歌、校章、教育課程、通学方法など新中学校開校に向けた具体的協議を進
めていきます。

頴娃地区新中学校場所決定等説明会
日時・場所　10月29日（木）午後７時～８時30分　青戸中学校体育館
 30日（金）　　　　〃 別府中学校体育館
　　　　　  11月２日（月）　　　　〃 頴娃中学校体育館
※どの説明会でも参加できます。

▲新中学校の場所に決定した頴娃中学校。

▲西牟田頴娃地区統合中学校開設準備委員
会委員長より市長へ新中学校の場所につい
て報告されました。

[担当]  川▢教育総務課  学校再編係

あいさつ・声かけで育む青少年健全育成・安心安全な地域づくり
［ 南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ ］

ふるさと体験学級茶レンジ隊
　　「ペットボトルロケット製作体験」

「青少年育成の日」
毎月第 3土曜日

「家庭の日」
毎月第 3日曜日

子ども会活動など地域の特性を生
かした活動への参加・支援に努め
ましょう。

「家庭の日」には家族みんなでの話
合いや、親子のふれ合いに努めま
しょう。



知▢…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　 川▢…川辺庁舎☎ 0993-56-1111　 頴▢…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　　　　　　　　
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行
っ
た
特
攻
隊
員
が
残
し
た
記
録
と
、同

時
期
に
特
攻
隊
員
と
交
流
の
あ
っ
た
女

性
や
子
ど
も
、学
生
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

記
録
か
ら
構
成
さ
れ
、総
力
戦
の
悲
惨
さ

を
伝
え
る
も
の
で
す
。

申
請
の
目
的
は
、第
二
次
世
界
大
戦
終

結
か
ら
70
年
が
経
過
し
、戦
争
を
知
る
当

事
者
が
高
齢
に
な
る
中
、戦
争
の
記
憶
を

後
世
に
伝
え
、二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
の
も
の
で
し
た
。

南
九
州
市
知
覧
は
70
年
前
、特
攻
基
地

の
あ
っ
た
地
、そ
し
て
終
戦
５
年
後
か
ら

特
攻
隊
員
の
資
料
収
集
を
全
国
の
ど
の

基
地
よ
り
も
早
く
始
め
た
地
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
国
内
候
補
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、当
時
の
町
民
の

記
憶
、飛
び
立
っ
た
若
者
た
ち
の
記
憶
を

南
九
州
市
民
全
体
で
後
世
へ
語
り
継
ぎ
、

こ
の
悲
惨
な
歴
史
的
証
拠
資
料
の
永
久

保
存
に
努
め
な
が
ら
世
界
に
公
開
し
、二

度
と
悲
惨
な
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

の
願
い
を
持
ち
続
け
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登
録
へ
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
・
市
民

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
九
州
市

が
２
０
１
７

年
の
登
録
を

目
指
し
た
ユ

ネ
ス
コ
記
憶

遺
産「
知
覧

に
残
さ
れ
た

戦
争
の
記

憶
：
１
９
４
５
年
沖
縄
戦
に
関
す
る
特
攻

関
係
資
料
群
」は
、国
連
教
育
科
学
文
化

機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の
国
内
選
考
委
員
会

で
国
内
候
補
と
し
て
選
考
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

前
回
申
請
の
反
省
を
踏
ま
え
、評
価
ポ

イ
ン
ト
の
改
善
、コ
ン
セ
プ
ト
、タ
イ
ト

ル
な
ど
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、６
月
15

日
に
再
度
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。今

回
は
、国
宝
や
国
重
要
文
化
財
な
ど
16
件

が
申
請
さ
れ
、９
月
24
日
午
前
９
時
か

ら
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
選
考
委

員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

提
出
し
た
資
料
群
は
、第
二
次
世
界
大

戦
終
戦
直
前
の
１
９
４
５
年
、沖
縄
戦

に
お
い
て
爆
弾
を
装
着
し
た
飛
行
機
も

ろ
と
も
敵
の
艦
船
に
体
当
た
り
攻
撃
を

▲日本ユネスコ国内委員会選考委員会か
らの報告を受け記者会見する霜出市長。

　

開
館
当
時
か
ら
知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
展
示
し

て
い
た
シ
ン
ボ
ル
「
飛
燕
」
が
、
９
月
３
日
、
同

館
を
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
飛
燕
」
は
、
日
本
航
空
協
会
（
東
京
）
が
所

有
す
る
も
の
で
、
現
在
は
日
本
に
た
だ
１
機
現
存

す
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
日
本
航
空
協
会
の
配
慮

に
よ
り
、
特
攻
隊
の
鎮
魂
の
象
徴
と
し
て
知
覧
特

攻
平
和
会
館
が
借
り
受
け
、
昭
和
62
年
か
ら
展
示

保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
同
協
会
が

岐
阜
県
各
務
原
市
の
「
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙

科
学
博
物
館
」
で
展
示
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
知

覧
を
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
飛
燕
」
が
展
示
さ
れ
て
い
た
知
覧
特

攻
平
和
会
館
中
央
展
示
室
に
は
、
同
館
に
展
示
中

の
旧
陸
軍
戦
闘
機
「
隼

は
や
ぶ
さ」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

旧陸軍三式戦闘機「飛燕」（キ－61Ⅱ改）
「飛燕」は、日本陸軍の名機とうたわれた三式戦闘機（２型改）
で全長 9.16 ｍ、全幅12.0 ｍ、最大時速約 590㌔、20ミリ機
関砲２門、12.7ミリ機関銃２挺を装備した、当時日本唯一の
液冷式の新鋭機でした。
昭和20年５月11日知覧基地から第55振武隊黒木国雄少尉ら
50 機 (その他の基地から全部で105 機）が飛び立ち散華して
います。

▲霜出市長をはじめ知覧特攻平和会館職員など関係者が、別れ
を惜しみながら「飛燕」を見送りました。

▲解体され知覧特攻平和会館から搬出された
「飛燕」。

29
年
間
あ
り
が
と
う
！

　
旧
陸
軍
戦
闘
機
「
飛ひ

燕え
ん

」
別
れ
を
惜
し
む

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
国
内
候
補
な
ら
ず
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匿
名
の
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
つい
て
は
、
詳
細
な
内
容

が
わ
か
ら
ず
回
答
で
き
な
い

も
の
が
あ
り
、
対
応
に
苦

慮
し
て
お
り
ま
す
。
個
人

情
報
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
な
ど
を
、
ご

記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

市長へのメッセージ
投稿ありがとうございました。

市民の皆さんの声を聴くために募集しました「市長へのメッ
セージ」の受付は、７月31日をもって終了しました。20
通の投稿があり、ご意見、ご提案
などいただいたメッセージの中から、
広く市民の皆さんにお知らせしたい
ものを掲載します。 message messag

e 
m
es
sa

ge 

市
長
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

旧
町
の
郷
土
誌
が
古
く
な
っ

た
の
で
、南
九
州
市
郷
土
誌
を

作
成
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

市
立
図
書
館
で
は
、地
域
の

歴
史
と
文
化
を
記
録
し
、将
来

の
郷
土
誌
に
つ
な
が
る
こ
と
も

念
頭
に
置
い
て
、「
南
九
州
市
薩

南
文
化
」を
毎
年
編
さ
ん
し
て
い

ま
す
。内
容
は
、地
域
の
歴
史
、

時
事
、生
活
様
式
研
究
、地
域
行

事
、戦
争
な
ど
の
聞
き
取
り
、産

業
、歴
史
研
究
、地
域
の
写
真
な

ど
を
掲
載
し
、本
年
度
は
、南
九

州
市
の
年
譜
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。こ
れ
ら
は
電
子
デ
ー
タ
と

し
て
保
存
し
て
い
ま
す
の
で
、活

用
が
容
易
で
す
。郷
土
誌
は
、こ

れ
ま
で
お
お
よ
そ
20
年
間
隔
で

編
さ
ん
し
て
い
ま
す
の
で
、市
政

20
周
年
で
発
行
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

私
は
市
内
に
土
地
を
持
っ
て
い

る
者
で
す
。家
を
解
体
し
た
ら
草

も
生
え
る
し
、税
金
も
か
か
り
ま

す
。市
で
ど
う
に
か
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

本
市
へ
の
財
産
寄
附
に
つ
い
て

は
、市
公
有
財
産
管
理
規
則
に

基
づ
き
寄
附
を
希
望
す
る
方
が

寄
附
申
込
書
な
ど
を
市
長
へ
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寄
附
申
込
書
を
受
理
後
、市
は
、

今
後
の
活
用
策
の
有
無
を
協
議

し
、そ
の
結
果
に
基
づ
き
寄
附
受

納（
不
受
納
）決
定
通
知
書
を
申

込
者
へ
通
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、現
在
、市
は

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に

あ
り
、経
費
節
減
と
併
せ
、今
後

活
用
が
見
込
ま
れ
ず
遊
休
地
と

な
っ
て
い
る
市
有
財
産
の
処
分

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、寄
附
申
込
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
も
、申
込
者
の
意
志

に
添
え
ず
不
受
納
と
な
る
案
件

が
多
い
状
況
で
す
。ご
理
解
く
だ

さ
い
。頴

娃
町
郡
地
区
に
あ
る
ジ
ョ

イ
フ
ル
近
く
の
信
号
交
差
点
内

や
耳
原
自
治
会
に
設
置
さ
れ
て

い
る
農
業
イ
ラ
ス
ト
マッ
プ
が
、古

く
見
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
マ
ッ
プ
近
く
で
道
を
尋
ね
ら
れ

ま
し
た
が
、道
順
も
説
明
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。今
は
カ
ー
ナ
ビ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
道
案
内

さ
れ
る
時
代
で
す
が
、観
光
地
、

特
産
物
、国
道
、市
道
な
ど
が
表

示
さ
れ
た
マ
ッ
プ
に
更
新
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

農
業
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
は
、頴

娃
地
域
の
農
林
水
産
物
を
観
光

客
な
ど
に
広
く
紹
介
す
る
た
め
、

平
成
４
年
に
設
置
し
た
も
の
で

す
。耳
原
の
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
傷
み
も
見
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
や
、頴
娃
地
域
の
入
口
に

立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、現
状
の

ま
ま
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。一方
、郡
地
区
の
マッ
プ
に
つい

て
は
、傷
み
も
激
し
く
指
宿
方
面

か
ら
の
南
九
州
市
の
入
口
に
立

て
ら
れ
て
い
る
た
め
、市
全
体
の

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
と
し
て
更
新
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受

け
た
り
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

　

現
在
、
国
民
の
権
利
意
識
の
向
上
、

社
会
生
活
の
複
雑
化
、
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
を
反
映
し
て
人
権
相
談
の

内
容
は
多
方
面
に
わ
た
り
ま
す
が
、

全
体
の
半
数
以
上
が
人
権
擁
護
委
員

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
九
州
市
で
は
９
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

『
わ
く
わ
く
じ
ん
け
ん
ル
ー
ム
』

　

ち
ら
ん
平
和
保
育
園
で
開
催
さ

れ
た『
わ
く
わ
く
じ
ん
け
ん
ル
ー

ム
』で
は
、園
児
た
ち
は
、人
権
擁
護

委
員
の
方
に
よ
る
紙
芝
居
や
人
Ｋ

Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
と

の
握
手
・
記
念
撮
影
な
ど
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。終
わ
り
に

「
こ
れ
か
ら
も
、優
し
い
心
を
持
っ

て
、お
友
だ
ち
と
仲
良
く
し
ま
す
」

と
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。



16Minamikyushu City Public vol.95

峯
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戦
後
70
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
閣
議
決

定
さ
れ
た
安
倍
首
相
の
談
話
や
、
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
も
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
お
よ
そ
の
こ
と

は
理
解
さ
れ
て
い
る
事
だ
が
、
今
、
日
本
の

人
口
は
１
億
２
８
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
内
約
８
割
の
方
は
戦
後
生
ま
れ

で
、
時
も
移
り
、
人
も
変
わ
り
、
世
相
も
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
に
移
行
し
て
い
る
。

　
私
が
生
ま
れ
た
激
動
の
昭
和
の
幕
開
け

は
、
経
済
恐
慌
の
煽
り
か
ら
不
景
気
で
、
ま

た
、
農
作
物
も
不
作
で
飢
餓
、
貧
困
な
ど
に

苦
し
む
者
が
多
か
っ
た
。

　
物
心
つ
い
た
頃
、
私
の
家
で
も
大
麦
を
精

米
所
で
押
し
麦
に
し
て
も
ら
っ
て
、
押
し
麦

１
０
０
％
の
ご
飯
に
ニ
ラ
と
味
噌
を
す
り
鉢

で
す
り
、
水
で
薄
め
た
冷
汁
を
か
け
た
も
の

が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
食
べ
ら
れ
ず
に
泣
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
終
戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
軍
総
司
令
部
）

の
命
令
に
よ
り
、
憲
法
を
は
じ
め
政
治
、
経

済
、
教
育
そ
の
他
の
行
政
全
般
に
渉
っ
て

１
８
０
度
転
換
し
た
施
策
が
強
制
さ
れ
た
。

　
特
に
、
戦
争
に
関
す
る
こ
と
、
大
戦
に
対

す
る
批
判
は
一
切
禁
止
さ
れ
、
教
科
書
に
記

述
さ
れ
て
い
る
戦
争
に
関
係
す
る
記
事
や
旧

制
中
学
校
の
先
輩
た
ち
が
机
に
ナ
イ
フ
で
彫

り
込
ま
れ
た
「
鬼
畜
米
英
」
と
か
、「
撃
ち

て
し
止
ま
む
」
な
ど
の
落
書
き
も
墨
で
塗
り

つ
ぶ
し
た
り
、
削
り
取
る
よ
う
指
示
さ
れ
、

戦
争
に
関
す
る
歴
史
教
育
は
禁
止
さ
れ
た
。

　
当
時
戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
々
の
多
く

が
、
今
は
他
界
さ
れ
て
い
る
昨
今
、「
な
ぜ

大
戦
は
起
き
た
の
か
…
」「
温
故
知
新
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
、
若
者
た
ち

が
科
学
技
術
や
各
部
門
で
の
先
進
国
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め

に
は
、
柔
軟
な
思
考
力
と
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
た
人
材
の
育
成
の
た
め
に
は
、日
本
史
、

東
洋
史
、
西
洋
史
な
ど
一
応
理
解
し
て
お
く

こ
と
も
肝
心
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
一
人

で
あ
る
。

　
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
大
東
亜

戦
争
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と

き
、
日
本
国
の
泣
き
ど
こ
ろ
は
石
油
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
、
ゴ
ム
な
ど
の
天
然
資
源
の
無
い

国
で
、
世
界
の
先
進
国
と
共
存
し
て
い
く
た

め
に
は
、
知
的
機
能
の
開
発
を
図
る
た
め
の

施
設
の
完
備
と
人
材
の
育
成
、
産
地
国
と
の

友
交
を
深
め
、
共
存
共
栄
の
施
策
を
進
め
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
を

新
た
に
す
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
あ
る
。

戦
後
70 

年
〜
戦
争
体
験
者
の
声
〜

大
東
亜
戦
争（
太
平
洋
戦
争
）は

な
ぜ
起
き
た
か

大
東
亜
戦
争
勃
発
の
原
因
と
し
て

そ
の
一
、日
露
戦
争
の
結
果
、ポ
ー
ツ
マ
ス

条
約
に
よ
っ
て
取
得
し
た
南
満
州
鉄
道
と
関

東
州
の
租
借
権
お
よ
び
駐
兵
権
が
、国
際
的

に
認
め
ら
れ
て
い
た
中
、昭
和
６
年
９
月
18

日
、柳
条
湖
事
件
に
端
を
発
し
、満
州
事
変
が

勃
発
。北
満
三
省（
黒
龍
江
省
、吉
林
省
、遼
寧

省
）を
制
圧
し
て
満
州
国
を
創
立
し
た
こ
と
。

そ
の
二
、昭
和
12
年
７
月
７
日
、盧
溝
橋
事

件
か
ら
日
中
戦
争
が
勃
発
。ア
メ
リ
カ
、イ
ギ

リ
ス
は
中
華
民
国
軍
に
軍
事
援
助
を
し
て
い

て
、こ
れ
が
長
期
泥ぬ

か
る
み濘
化
し
解
決
の
目
途
が

立
た
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
。

そ
の
三
、昭
和
15
年
は
世
界
的
に
激
動

の
時
代
で
、欧
州
戦
争
は
昭
和
14
年
の
秋
か

ら
始
ま
り
ド
イ
ツ
は
昭
和
15
年
に
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、デ
ン
マ
ー
ク
、フ
ラ
ン
ス
を
占
領
、

破
竹
の
勢
い
で
イ
ギ
リ
ス
へ
の
上
陸
も
さ

さ
や
か
れ
る
時
、昭
和
15
年
９
月
27
日
、ド
イ

ツ
、日
本
、イ
タ
リ
ア
は
軍
事
、経
済
な
ど
含

め
た
三
国
同
盟
を
締
結
し
た
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、イ
ギ
リ
ス
と
友

好
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
欧
州
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
懸
念
し
、三
国
同
盟
の

破
棄
を
強
く
日
本
に
警
告
。こ
れ
に
日
本
が

応
じ
な
か
っ
た
た
め
、ア
メ
リ
カ
は
前
述
一
、

二
の
こ
と
な
ど
踏
ま
え
て
昭
和
14
年
７
月
、

日
米
通
商
航
海
条
約
の
一
方
的
破
棄
、昭
和

15
年
６
月
、工
作
機
械
の
輸
出
禁
止
、昭
和
15

年
７
月
、在
米
日
本
資
産
の
全
面
凍
結
の
措

置
が
と
ら
れ
た
。

三
国
同
盟
が
締
結
さ
れ
た
昭
和
15
年
９
月

に
は
鉄
屑
、石
油
な
ど
戦
略
物
資
輸
出
禁
止
、

昭
和
16
年
８
月
石
油
の
全
面
禁
輸
、昭
和
16

年
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ（
ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、中
華

民
国
、オ
ラ
ン
ダ
）の
４
カ
国
に
よ
る
経
済
封

鎖
な
ど
強
硬
な
対
日
政
策
が
と
ら
れ
た
。

当
時
日
本
の
石
油
備
蓄
量
は
２
カ
年
分

し
か
な
く
艦
隊
訓
練
や
航
空
隊
が
連
日
猛
訓

練
を
や
る
と
、無
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
明

白
な
わ
け
で
、油
の
一
滴
は
血
の
一
滴
と
言

わ
れ
節
約
が
強
い
ら
れ
た
。そ
こ
で
、販
入
先

を
仏
印（
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
）に
求
め

て
、芳
沢
大
使
を
通
じ
て
日
蘭
交
渉
を
続
け

た
が
昭
和
15
年
６
月
17
日
、前
述
の
よ
う
な

情
勢
か
ら
決
裂
し
た
。

当
時
ア
メ
リ
カ
は
仏
印
の
ハ
ノ
イ
か
ら

中
国
雲
南
省
の
昆
明
ま
で
援
蒋
ル
ー
ト
を
開

設
し
て
い
た
の
で
、そ
の
閉
鎖
と
我
が
国
が

必
要
と
す
る
物
資
を
南
方
か
ら
入
手
す
る
足

掛
か
り
と
し
て
、当
時
仏
印
を
支
配
し
て
い

た
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
昭
和
16
年
７
月「
基
地

設
定
と
一
部
兵
員
の
進
駐
」の
交
渉
を
重
ね
、

７
月
25
日
交
渉
が
妥
結
し
、７
月
30
日
、平
和

進
駐
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ

は
在
米
日
本
資
産
の
全
面
凍
結
。８
月
１
日
、

対
日
石
油
輸
出
の
全
面
凍
結
令
を
公
布
し
引

き
続
き
イ
ギ
リ
ス
、香
港
、蘭
印（
オ
ラ
ン
ダ

領
東
イ
ン
ド
）で
も
日
本
資
産
の
凍
結
が
行

わ
れ
、海
外
か
ら
の
液
体
燃
料
の
補
給
が
ス

ト
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。９
月
５
、６
日

の
両
日
御
前
会
議
が
開
か
れ
、天
皇
は
戦
争

準
備
が
主
か
、外
交
が
主
か
と
御
下
問
に
な

り
、異
例
の
こ
と
だ
っ
た
が
明
治
天
皇
の
御

製「
よ
の
海　
み
な
は
ら
か
ら
と
」「
思
ふ
世

に　
な
ど
波
風
の　
た
ち
さ
わ
ぐ
ら
む
」と
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ご
披
講
さ
れ
、ア
メ
リ
カ
と
は
平
和
的
な
処

理
を
強
く
要
望
さ
れ
た
。

東
京
で
も
豊
田
貞
次
郎
外
務
大
臣
と
グ

ル
ー
米
国
大
使
と
の
間
で
、ま
た
昭
和
16
年

２
月
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
ハ
ル
国
務
長
官

と
野
村
吉
三
郎
大
使
と
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

日
本
国
の
要
求
は
、

１
．自
存
自
衛
の
た
め
、ア
メ
リ
カ
、イ
ギ

リ
ス
、オ
ラ
ン
ダ
と
の
戦
争
も
辞
さ
な

い
。10
月
下
旬
を
目
途
に
戦
争
準
備
。

２
．ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
に
対
し
、外
交

手
段
で
要
求
を
貫
徹
。

（
１
）日
中
戦
争
の
解
決
に
干
渉
し

な
い
。

（
２
）中
国
の
援
助
物
資
の
輸
送
路
の

閉
鎖
。

（
３
）日
本
が
要
望
し
て
い
る
物
資
取

得
に
協
力
し
、日
本
の
存
在
を
危

う
く
す
る
よ
う
な
手
段
を
と
ら

な
い
。

今
、考
え
て
み
る
と
な
か
な
か
厳
し
い
要

求
で
あ
っ
た
と
、言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

日
米
交
渉
の
難
点
は
、中
華
民
国
に
お
け

る
日
本
軍
の
撤
兵
、駐
屯
問
題
で
、日
中
間
の

平
和
回
復
後
２
年
以
内
の
完
全
撤
兵
と
三
国

同
盟
の
実
質
の
骨
抜
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
16
年
10
月
４
日
大
本
営
政
府
連
絡
会

議
で
陸
、海
軍
両
統
師
府
は
、「
こ
れ
ま
で
和
、

戦
両
用
の
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、ア
メ
リ

カ
は
交
渉
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
熱
意
は
な

く
、交
渉
の
前
途
は
厳
し
い
。作
戦
準
備
を
さ

ら
に
進
め
、９
月
６
日
の
御
前
会
議
で
決
定

さ
れ
た
方
針
に
則
り
、10
月
15
日
頃
に
和
、戦

の
い
ず
れ
か
を
決
定
す
る
」

そ
の
後
も
交
渉
は
続
け
ら
れ
た
が
合
意
は

得
ら
れ
ず
、10
月
16
日
、近
衛
第
三
次
内
閣
は

総
辞
職
、東
条
内
閣
が
成
立
し
た
。

天
皇
は
東
条
内
閣
が
大
命
拝
領
の
際
、９

月
６
日
の
御
前
会
議
に
と
ら
わ
れ
ず
内
外
の

情
勢
を
よ
く
検
討
し
、慎
重
に
考
究
し
て
ほ

し
い
旨
申
さ
れ
た
。

11
月
６
日
、対
米
交
渉
に
努
力
を
傾
け
、野

村
大
使
を
補
佐
す
る
た
め
、来
栖
三
郎
大
使

を
派
遣
し
て
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。

ハ
ル
国
務
長
官
は
11
月
18
日
、日
本
が
ド

イ
ツ
と
提
携
し
て
い
る
限
り
、日
米
調
整
は

困
難
で
こ
の
根
本
的
な
障
害
を
除
去
し
な
け

れ
ば
、話
し
合
い
の
継
続
は
不
可
能
で
あ
る
。

米
国
の
平
和
政
策
と
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
は
相

い
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
言
明
さ
れ
た
。

11
月
26
日
ハ
ル
国
務
長
官
は
、野
村
、来
栖

両
大
使
に
日
本
側
の
提
案
は
同
意
し
難
い
と

「
ハ
ル・ノ
ー
ト
」が
手
渡
さ
れ
た
。

ハ
ル・ノ
ー
ト
の
内
容
の
主
な
る
も
の
は

１
．満
州
事
変
以
前
の
状
態
に
戻
せ
。

２
．日
、独
、伊
三
国
同
盟
の
廃
棄
。

３
．中
華
民
国
お
よ
び
仏
印
か
ら
陸
、海
軍

部
隊
、警
察
官
の
全
面
撤
退
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、公
刊
戦
史

や
作
家
な
ど
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る

が
、開
戦
の
主
因
は
ハ
ル・ノ
ー
ト
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

開
戦
の
時
期
に
つ
い
て
、陸
軍
は
ソ
連
軍

が
北
満
国
境
が
凍
結
し
、動
け
な
く
な
る
時
、

海
軍
は
北
太
平
洋
が
破
天
荒
で
大
し
け
の
時

期
を
避
け
12
月
上
旬
ま
で
と
言
明
。

ハ
ル・
ノ
ー
ト
を
受
け
12
月
１
日
の
御
前

会
議
で
、「
じ
っ
と
座
し
て
潰
れ
る
か
」「
打
っ

て
出
て
潰
れ
る
か
」日
本
国
民
の
感
情
か
ら

し
て
、「
座
し
て
潰
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
」と
い
う
見
地
か
ら「
開
戦
止
む
無
し
」と

決
定
さ
れ
た
。

大
東
亜
戦
争
の
大
義
名
分
は

１
．大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
。

２
．東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
植
民
地
解
放
と

独
立・共
存
共
栄
。

開
戦
の
命
令
下
達

ハ
ワ
イ
奇
襲
の
海
軍
機
動
部
隊
は
、す
で

に
瀬
戸
内
海
そ
の
他
か
ら
隠
密
裏
に
千
島
列

島
択
捉
島
単
冠
湾
に
集
結
。ハ
ワ
イ
へ
進
行

中
で
あ
っ
た
。

海
軍
は
、昭
和
16
年
12
月
２
日
午
後
５
時

30
分　
山
本
連
合
艦
隊
司
令
長
官
が
、北
緯

40
度
、東
経
１
７
５
度
付
近
を
ハ
ワ
イ
へ
進

行
中
の
機
動
部
隊
宛
。

「
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
１
２
０
８
」と
打

電
さ
れ
た
。

陸
軍
は
、南
方
軍
総
司
令
官
宛
。

１
．大
陸
令
第
１
６
９
号
発
令
せ
ら
る
。

２
．「
ヒ
ノ
デ
」は「
ヤ
マ
ガ
タ
」と
す
る
。

３
．御
稜
威
の
下「
切
に
ご
成
功
を
祈
る
」。

４
．本
電
受
領
せ
ば
第
三
項
の
み
復
唱
電

あ
り
た
し
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
開
戦
。

昭
和
16
年
12
月
10
日「
大
本
営
政
府
連
絡

会
議
で
、今
次
の
戦
争
は
大
東
亜
戦
争
と
呼

称
す
る
」と
決
定
さ
れ
た
。

参
考
文
献
　
幾
山
河
　
瀬
島
龍
三
回
想
録

※「
大
東
亜
戦
争
」
―
日
本
で
は「
大
東
亜
戦
争
」と

閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、敗
戦
後
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領

政
策
で
は「
太
平
洋
戦
争
」へ
強
制
的
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

峯
苫
　
眞
雄  

さ
ん

戦
時
中
、中
学
３
年
生
で
知
覧
特

攻
基
地
に
整
備
作
業
の
た
め
に
学

徒
動
員
さ
れ
る
。基
地
の
滑
走
路

保
全
作
業
や
特
攻
機
の
整
備
、試
運

転
、翼
へ
の
２
５
０
㌔
爆
弾
の
取
り

付
け
作
業
の
補
助
な
ど
を
経
験
。そ

の
時
に
特
攻
隊
員
た
ち
と
交
遊
が

あ
り
、特
攻
に
対
す
る
決
意
な
ど
を

聞
か
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、連
合
軍

の
薩
摩
半
島
上
陸
に
備
え
、学
徒
義

勇
戦
闘
隊
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。そ

の
後
、知
覧
町
役
場
勤
務
を
経
て
平

成
２
年
６
月
か
ら
知
覧
特
攻
平
和

会
館
の
語
り
部
と
し
て
従
事
。

▼

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
高
校
生
に
特
攻
隊
員
に
つ
い

て
講
話
す
る
峯
苫
さ
ん
。



「お茶の国体」とも言われる、第69回全国茶品評会の審査会が静岡県静岡市で開催され、全国から８部
門に848点、南九州市からは普通煎茶10kgの部に13点を出品。開催地静岡県をはじめ高水準の審査の結
果、春先の異常高温や日照不足を克服し、見事、本市が２年ぶりに産地賞を受賞。個人の部では(有)知覧岳
製茶の福田孝良さんが第１位の農林水産大臣賞をはじめ３位を除いて８位まで上位を独占、４回目の産
地賞日本一に輝きました。さらに、平成27年度鹿児島県茶品評会普通煎茶の部で(有)松元製茶の松元真
一郎さんが第１位の農林水産大臣賞を受賞し、本市が６回目の産地賞を受賞。これまでの伝統である生
産者と関係機関一体となった取り組みが評価されたものと思われます。なお、褒賞式は全国が11月14日静
岡県静岡市で開催される全国お茶まつり式典で、県が同日鹿児島市で開催されるかごしまお茶祭り式典
でそれぞれ執り行われます。入賞者は次のとおりです。（敬称略）

農林水産大臣賞受賞者農林水産大臣賞受賞者

１等　農林水産大臣賞:(有)知覧岳製茶　福田孝良
１等　農林水産省生産局長賞:西垂水茶業(有)　駒水克年
１等　全国茶生産連会長賞:(有)マルヒサ製茶
１等　全国茶商協理事長賞：寺園真一
２等　汐見原茶生産組合・菊永茶生産組合
　　  大隣岳茶生産組合・松山茶生産組合
　　  寶代勝範
３等   (有)折田物産・上野康久・枦川製茶

１等　農林水産大臣賞：(有)松元製茶　松元真一郎
１等　九州農政局長賞：(有)浮辺製茶工場　山口浩一
１等　鹿児島県知事賞：(有)前原製茶工場　前原博法
１等　日本茶業中央会長賞：塗木茶生産組合
１等　全国茶生産連会長賞：(有)ホクト　宮原耕一
１等　県経済連会長賞：(有)前田製茶　前田浩志
１等　県茶生産協会長賞：(農)折尾製茶　折尾義文
２等　門之園博・瀬川三郎・マルマサ製茶
３等　嶽義昭・新原史仁・下窪一輝・永山秋美・粟ヶ窪里志

優秀賞　九州農政局長賞：(有)下窪勲製茶　下窪和幸
優秀賞　日本茶業中央会長賞：(有)小磯製茶　小磯雅一
優秀賞　全国茶生産連会長賞：(有)エイティ　飯伏英夫
優良賞　(有)エイティ　山口浩平

産地賞　南九州市

産地賞　南九州市

産地２位　南九州市

(有)知覧岳製茶　福田孝良

(有)松元製茶　松元真一郎

全国茶品評会全国茶品評会

鹿児島県茶品評会鹿児島県茶品評会

普通煎茶 10kg の部普通煎茶 10kg の部

普通煎茶の部普通煎茶の部

経営改善コンクール経営改善コンクール

鹿児島県茶品評会鹿児島県茶品評会

全　国

鹿児島県

全国・県茶品評
会で日本一! 産地賞ダブル受賞!!
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健康増進計画推進キャラクター 脳卒中シリーズ
～運動編～

脳卒中予防のため、運動習慣の見直しはとても大事！
運動不足は、食事でとったエネルギーを消費しきれず、肥満につながる
のはもちろん、高血圧や糖尿病、脂質異常症なども引き起こし、脳卒中
の危険性を高めます。

　「運動習慣のない人は、ある人に比べて2.5倍も脳梗塞を発症しやすい」、「1日の歩行時間が
1時間以上の人は、歩行時間が30分程度の人に比べて脳梗塞による死亡リスクが30％低くな
る」などの報告があります。 
　健康増進のための国の基本方針（健康日本21（第2次））では、1日あたり
男性9,000歩以上、女性8,500歩以上を目標に掲げています。 
　これに対して、鹿児島県民の歩数は、1日あたり男性6,952歩、女性
6,564歩で、約2,000歩も不足しています。（平成23年度県民の健康状況実態調査より） 
　まずは、今よりも1日1,000歩（10分間）、できれば2,000歩（20分間）多く
歩きましょう。 
　ゴミ出しや近所への用事、買い物などちょっとした移動時間に10分間歩
くと約1,000歩です。慣れてきたら徐々に歩数を増やしていきましょう。

「そうは言っても、運動を日常生活に取り入れるのって難しいよ
ね～」と思ったあなたへ、テレビを見ながら！歯磨きしながら！い
つでも・どこでも・すぐできる「ながら運動」がお薦めです。

◎歯磨きしながら“スクワット”　　
◎洗い物しながら“かかと上げ”　　
◎椅子に座って “お腹に力をいれて背
筋を伸ばす”・・など

「運動習慣のない人は、ある人に比べて2.5倍も脳梗塞を発症しやすい」、「1日の歩行時間が

～プラス10分ウォークで、脳卒中予防～

お薦めです!!「ながら運動」お薦めです!!「ながら運動」

気づけばたくさんのチャンスがあります！！

～「こころの健康相談」のご案内～

相談希望の方は、お近くの保健センターへ事前に
ご予約ください。

時間：午後１時３０分～４時
カウンセラー：児玉 さら先生（心理士）１１月２６日（木）

１２月１８日（金）
１月２１日（木）

川辺保健センター
知覧保健センター
頴娃保健センター

開　催　日 場　　所

19 October 2015

【お問い合わせ】
川辺保健センター　0993-58-3223
知覧保健センター　0993-58-7221
頴娃保健センター　0993-36-1111

水曜日は運動の日
南九州市健康増進計画

　南薩歯科医師会では、「いい歯の日」11 月８日を
前に次の日程で、無料歯科健診・口腔がん・口腔粘
膜疾患検診・相談を行います。
対象：幼児から高齢者まで全ての方
日時：11 月６日（金）・７日（土）
場所：南薩歯科医師会会員の各歯科医院

 ※電話にて、各歯科医院へ予約してください。

お口の健康を守ろう「いいな、いい歯！」無料歯科健診・口腔がん・口腔粘膜疾患検診・相談
～あなたの8020を応援します～
「8020運動」とは、
「80 歳になっても自
分の歯を 20 本以上
保とう」という運動
のことです。
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●エネルギー 110kcal
●タンパク質 3.0ｇ
●脂　　　質 3.3ｇ

揚げなすの香味だれ
栄 養 価　1人分

栄養士
から♪

野菜の目標摂取量は、1日350ｇ以上です。生なら、両手で3杯分、
小鉢なら5皿分です。加熱をしたり、汁物を具だくさんにしたりする
と、たくさん食べられますよ。

❶ なすは、乱切りにする。にんにく、しょうが、ね
ぎは、みじん切りにする。小ねぎは、小口切り
にする。

❷ Ａを混ぜ合わせ、❶のねぎ、にんにく、
しょうがを加えて、混ぜ合わせる。

❸ 揚げ油を180℃に熱し、なすを素揚げにして
油をきり、❷に15分ほど漬ける。

❹ ❸に白ごま、小ねぎをかける。

材 料　４人分

☆私たち食生活改善推進員は、地域で食生活改善の
活動をしています。地域の公民館などで栄養教室を
したい！旬の食材を使った料理法を知りたい！等々、
ご要望がありましたら、お知り合いの食改さんまたは
保健センターへご連絡ください。

食改さんの
すこやかお薦めレシピ
こんにちは。“食改”です！！
知覧地区の食生活改善推進員より、ヘルシーレシピをご紹介します。この香
味だれは、いろいろな食材に合います。ご家庭にある野菜や豆腐、麺類にか
けても、美味しいですよ。ぜひ、お試しください。作り方

●なす 4～6本
●にんにく 2片
●しょうが 2片
●ねぎ 20cm

薄口しょう油 大さじ2・2/3
酢 大さじ1・1/3弱
砂糖 大さじ1・1/3弱
みりん 大さじ1・1/3弱
ごま油 小さじ2/3
赤唐辛子 2本

●揚げ油 適量
●白ごま 適量
●小ねぎ 適量

●食塩相当量 1.9g{A

「ドラム式洗濯機に子どもが
　　　　　　　閉じ込められて死亡！

【お問い合わせ】　
　南九州市消費生活センター（知▢商工観光課内）
　知▢商工観光課 商工水産係
　頴▢・川▢支所 地域振興係

消費生
活１１０

番

■事 例■事■事■事■事■事■事■事■事■事■事■事■事■事 例 例 例 例 例 例 例 例 例 例 ●ドラム式洗濯機には、ふたが閉まると中から開ける
ことができない機種がかなりあります。
●子どもが洗濯槽に入ることができないように、使っ
ていないときも必ずふたを閉め、ふたが開かない
ようにするチャイルドロック機能を利用しましょう。
●チャイルドロック機能がない洗濯機では、ふたに
ゴムバンドをつけるなど、簡単に開かない工夫も
有効です。

●親の注意を理解できる年齢の子どもには、ドラム
式洗濯機の中に入れば息ができなくなることなど
の危険性をよく説明しましょう。

●困ったときは、南九州市消費生活センターなどに
ご相談ください。

ひとことアドバイス

　消費生活出前講座
　消費生活センターでは、消費生活相談員が皆さんの地域に出向い
て、悪質な商法やその対策、よくある消費者トラブルなどについてお
話しする出前講座を行っています。
　講座の申し込みは、10 人以上の団体やグループを対象に随時受け
付けています。詳しくは、消費生活センターにお問い合わせください。

本文イラスト：黒崎 玄
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お手数ですが
５２円切手を
お貼りください

8 9 7 0 3 9 2
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　 　歳　　　性別／  　男   ・   女
広報紙掲載の場合のお名前の表記
本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課  行

おたより
まってます
広報紙を読んだ感想、取り上げてほ
しい記事、最近笑ったこと、身近な
話題などなど、何でもけっこうです
ので、おたよりお寄せください。
52円切手を貼ってポストから郵送
するか、市役所の各庁舎に設置して
ある『ご意見箱』へご投函ください。

⬅点線に沿って切り取ってください。
( 官製はがきでも可 )

43

御
ご り ょ う

領地区
頴娃地域 （自治会）木之元、坂上、下出、川原園、奥薗、上出、

鶴田、山下、小長田、東馬渡、西馬渡、矢越

621世帯、1,312人（平成27年９月末）

▲市指定有形民俗文化財「御領田の神」。

～御領壮年会～
▲九玉小学校に建つ「九玉魂の碑」。

※皆さんが知りたいこと、疑問に思うことがありましたら、市役所企画課 広報統計係までお知らせください。

　御領地区は、「御領田の神」に
守られた東新田と呼ばれる水田や
畑地が広がり、市の南部に位置し
ています。九玉小学校の「強く・
明るく・たくましく」の校訓を受け
継ぐ人々は、「九玉魂」で日々頑
張っています。

　この地区では壮年会の活動が
盛んで、九玉小学校との米作り
を通した交流や、馬渡河川作業、
彼岸花やヒマワリの植栽事業な
ど、地域の活性化に精力的に取り
組んでいます。

　壮年会以外の人たちも負けてい
ません。昨年の７月に御領地区
の最速ランナーを決めるべく、地
元有志主催の「第１回九玉魂で
100ｍ走」が開催されました。
　86歳から21歳までの男女 46
人が、御領地区のナンバーワンを
目指しました。

～九玉魂で 100 ｍ走～
▲米作りを通した九玉小学校との交流事業。▲馬渡河川敷彼岸花植栽事業。

▲御領地区最速を目指し、参加者全員が力走。▲第２回は東京オリンピックイヤーに開催予定です。
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おたより

P R E S E N T

南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
http://www.city.minamikyushu.lg.jp/
または携帯サイト

携帯電話からも、南九州市の情報をご
覧いただけます。インターネット接続
可能な携帯電話を利用して、南九州市
ホームページの情報の一部を検索でき
ます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

◆広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題など、
何でもお書きください。

◆読者アンケート
　今月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号 3 つに○印をつけてください。
　１　青年団　　２　まちの話題　　３　行政情報　
　４　レシピ　　　　　５　街かど探偵　　６　おたより　
　７　図書館だより　　８　茶飲ん話し　　９　誕生・おくやみ　

　毎月、広報紙を読ん
だ感想、身近な話題な
ど『おたより』をお寄
せいただきありがとう
ございます。
　『おたより』について
は、従来どおり郵送で
の受付に加え、南九州
市ホームページからも
送ることができます。

南九州市ホームページ
（http://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の広報紙
ページを選んで入力してください。

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

［ 岡山フードサービス（株）］より
『大摩桜の正肉セット』
を３人の方にプレゼント！

プレゼント品を提供いただける方を募集します。
企画課広報統計係☎ 0993-83-2511 
知覧庁舎内線 2050 まで。

おたよりをくださった方の中から

当選は発送をもって
(11月20日消印有効)

岡山フードサービス（株）
　岡山フードサービス株式会社は、大阪市にお
いて食品加工・流通・販売業や飲食業の事業を
行う企業で、食材を生かした新たなメニューの
提案や情報発信、業態開発も行う食の総合サー
ビス卸業者です。
　平成27年6月2日に南九州市と立地協定を締
結し、知覧町下郡に特殊鶏の鶏舎などを新設し
ました。

　

今
年
も
ス
ピ
ー
チ
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ン
テ
ス
ト

を
夫
と
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ま
し
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出

場
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ら
し
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を
打
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（
南
九
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辺
町

チ
〜
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マ
さ
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53
歳
女
性
）

　

26
回
目
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ト
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毎
回
、
全
国
各
地
か
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和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
素
晴
ら
し

い
ス
ピ
ー
チ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
戦
後
70
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

世
界
各
地
で
は
未
だ
戦
争
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
命
や
平
和
の

大
切
さ
を
日
頃
か
ら
考
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

お
た
よ
り
や
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▲霜出小学校の児童、ＰＴＡ、先生らが、
運動会前日に作業を行ない、見事な緑
門を完成させました。

今月の一枚

『大摩桜の正肉セット』
　今回のプレゼント品は、南九州市
知覧において生産された鶏肉の正肉
セットです。これは、一般の鶏より
3倍の飼育期間で、最大９kg（通常
３㎏）まで育てることにより、肉厚・
サイズ感・肉の味わいを向上させた
特別な鶏肉です。まだ市場にあまり
出回っていない希少なお肉です！
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11月　おはなし会・移動図書館車
全国に点在するデザインマンホール。 鳥

花魚、名所旧跡、特産品からゆるキャラま
で、ご当地を彩るデザインマンホール553
枚を収録。 
マンホールが出来るまでの一部始終をレ
ポートした工場見学や、マンホールファン
による座談会、豊富なマンホールグッズの
数々など、雑学情報も盛りだくさん。

『厳選！　
デザインマンホール大図鑑』

カラーマンホール研究会 編／
グラフィック社

知覧図書館 ☎0993-83-4939 ㊡月曜、11/18、25
頴娃図書館 ☎0993-27-3311 ㊡火曜、11/4、19
川辺図書室 ☎0993-56-0474 ㊡火曜、11/4、19

※図書館ボランティア募集中！詳しくは、図書館まで。
http://lib-minamikyushu.jp/

11/3、23は、全館開館しています。

＊休館日＊

お 知 ら せ

（広告）

【お問い合わせ・広告代理店】（株）ホープ TEL 092-716-1401 

＊おはなし会＊

＊移動図書館車＊

場　所 日 時　間
知覧図書館 毎週土曜日 15:00～15:30
頴娃図書館 毎週土曜日 15:00～15:30
川辺図書室 第2･4木曜日 16:00～16:30

日 場　所 時　間

9日(月) 勝目校区公民館 14：30～15：00

10日(火)
松山トレーニングセンター 9：40～10：10

浮辺校区公民館 14：30～15：00

11日(水) 霜出校区公民館 9：40～10：10

12日(木) 粟ヶ窪地区公民館 14：30～15：00

13日(金)

上別府地区公民館 11：30～12：00

清水校区公民館 11：30～12：00

神殿校区公民館 15：30～16：00

16日(月) 大丸校区公民館 14：00～14：30

17日(火)
別府地区公民館 9：40～10：10

松ヶ浦校区公民館 9：40～10：10

18日(水) 高田校区公民館 14：30～15：00

19日(木) 宮脇地区公民館 11：30～12：00

20日(金)
御領地区公民館 14：30～15：00

田代校区公民館 14：30～15：00

30日(月) 郡地区公民館 14：30～15：00

10月27日（火）～11月9日（月）は読書週間です。
●川辺図書室『リサイクル市』
11月1日（日）から１カ月間、雑誌のリサイクル市を開催します。

●頴娃図書館『読書まつり』
日時：11月7日（土）午前9時30分～
場所：頴娃文化会館
劇やペープサートなど楽しいお話がいっぱい！
ご来場お待ちしています。

●知覧図書館『読書クイズ』
10月27日（火）～11月8日（日）
児童を対象としたクイズを行います。
全問正解の方には、プレゼントを差し上げます！
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　統計トピックス

今月の税金　～税務課～

市営住宅（空き家）入居者募集受付

日曜・祝日水道修繕当番店

日曜・祝日の当番医（11 月）

※（枕）枕崎市立病院（0993-72-0303）
　 小児診療：１日、８日、15日、22日、23日、29日（午前10時～午後５時）
※（指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）枕崎市にある医療機関です。

一人暮らしが最多
一般世帯数を家族類型別にみると、平成22年で「単独世帯」（一人暮ら

し世帯）が「夫婦と子どもから成る世帯」を上回り、最も多い家族類型と
なりました。

市営住宅の入居者募集受付を、
　10月26日（月）～11月６日（金）に行います。
※詳しくは、建築住宅課市営住宅係
　まで直接問い合わせるか、
　市ホームページでご確認ください。
　［問］建築住宅課  市営住宅係
　　☎0993-83-2511（知覧庁舎）

（11月）
川辺地区 知覧地区 頴娃地区
㈱西商会 ㈲森口設備工業 ㈲イセチ設備工業

（会社）56-0261 （会社）59-2285 （会社）36-2775
（自宅）56-4825 （自宅）85-3065 （自宅）36-0846

10月の税金は、
　市県民税３期、国民健康保険税６期（普通徴収）、
介護保険料６期（普通徴収）、後期高齢者医療保険料
６期（普通徴収）です。
　◎口座振替を利用されている方の振替日は、10月23日(再振替
11月５日)です。事前に残高確認をお忘れなく！
◎納税は、便利な口座振替制度を活用しましょう。希望される方
は、通帳と通帳印をご持参の上、金融機関で手続きしてください。
（ただし、お申込手続後の振替は、翌月または翌々月からの開始
となり、それまでは納付書で納めることになりますので、あらかじ
め、ご了承ください）
※納期内に納付がない場合、20日以内に督促状を送付しますの
で、１件当たり100円の督促手数料が加算されます。また、未納額
が高額な場合、延滞金が発生します。

　［問］税務課  納税管理係 （頴娃庁舎）☎0993-36-1111
　　知覧支所  税務係 （知覧庁舎）☎0993-83-2511
　　川辺支所 　〃 （川辺庁舎）☎0993-56-1111

日曜・祝日に、ご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい場合は、
当番店を確認してご連絡ください。

1日（日）

南薩ケアほすぴたる ［内科］ ☎ 0993-56-1155

（指）指宿医療センター ［外科］ ☎ 0993-22-2231

（指）いぶすき内科 ［内科］ ☎ 0993-23-3239

（南）なかやま脳神経外科 ［脳・内科］ ☎ 0993-53-8282

（南）加世田シティー内匠眼科 ［眼科］ ☎ 0993-53-2958

（枕）茅野内科医院 ［内科］ ☎ 0993-72-1006

（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ ☎ 0993-72-3155

3日（火）

東外科胃腸科医院 ［外科］ ☎ 0993-56-4864

鶴留医院 ［整形外科］ ☎ 0993-36-1145

（指）木之下クリニック ［外科］ ☎ 0993-23-3940

（指）指宿さがら病院 ［内科］ ☎ 0993-22-3079

（南）県立薩南病院 ［外科］ ☎ 0993-53-5300

（南）酒瀬川医院 ［内科］ ☎ 0993-55-2119

（枕）国見内科医院 ［内科］ ☎ 0993-72-0066

（枕）サザン・リージョン病院 ［外科］ ☎ 0993-72-1351

8日（日）

上原整形外科クリニック ［整形外科］ ☎ 0993-58-3077

まつやまクリニック ［内・外科］ ☎ 0993-83-3927

（指）今林整形外科病院 ［外科］ ☎ 0993-22-2710

（指）伊藤記念病院 ［内科］ ☎ 0993-24-4466

（南）加世田病院 ［脳・外・内科］ ☎ 0993-53-6300

（南）羽牟クリニック ［内科］ ☎ 0993-52-2036

（枕）溝口クリニック ［内科］ ☎ 0993-73-5330

（枕）尾辻病院 ［外科］ ☎ 0993-72-5001

（枕）松山医院 ［耳鼻咽喉科］ ☎ 0993-72-5050

15日（日）

松岡救急クリニック ［内科］ ☎ 0993-78-3789

（指）長野整形外科クリニック ［外科］ ☎ 0993-23-3291

（指）大重内科 ［内科］ ☎ 0993-34-1003

（南）阿多病院 ［精神・内科］ ☎ 0993-77-1211

（南）吉井クリニック ［形成皮膚科］ ☎ 0993-53-8887

（枕）有山内科医院 ［内科］ ☎ 0993-72-5811

（枕）小原病院 ［外科］ ☎ 0993-72-2226

22日（日）

川辺生協病院 ［内科］ ☎ 0993-56-6111

（指）指宿脳神経外科 ［外科］ ☎ 0993-27-1177

（指）福岡医院 ［内科］ ☎ 0993-32-2022

（南）真愛病院 ［整形外科］ ☎ 0993-53-7112

（南）﨑山内科クリニック ［内科］ ☎ 0993-53-2255

（枕）サザン・リージョン病院 ［内・外科］ ☎ 0993-72-1351

23日（月）

鯵坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻咽喉科］ ☎ 0993-56-6222

江平胃腸科内科 ［内科］ ☎ 0993-83-1312

（指）生駒外科医院 ［外科］ ☎ 0993-22-3059

（指）指宿浩然会病院 ［内科］ ☎ 0993-22-3295

（南）県立薩南病院 ［内科］ ☎ 0993-53-5300

（南）ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック ［耳鼻咽喉科］ ☎ 0993-53-3387

（枕）枕崎市立病院 ［内科］ ☎ 0993-72-0303

（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ ☎ 0993-72-3155

29日（日）

菊野病院 ［整形外科］ ☎ 0993-56-1135

（指）今林整形外科病院 ［外科］ ☎ 0993-22-2710

（指）指宿温泉病院 ［内科］ ☎ 0993-25-3653

（南）唐仁原内科クリニック ［内科］ ☎ 0993-53-3500

（南）松岡医院 ［耳鼻咽喉科］ ☎ 0993-52-2733

（枕）小原病院 ［内・外科］ ☎ 0993-72-2226

（枕）立神リハビリテーション温泉病院 ［内・リハビリ科］ ☎ 0993-72-7711

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他の世帯ひとり親と子どもから成る世帯夫婦と子どもから成る世帯夫婦のみの世帯単独世帯
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一般世帯の家族類型の割合の推移－南九州市

【出典：国勢調査】
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南九州警察署管内における交通事故発生状況
（平成 27年 9月末現在）

区分 9 月中 前年比 累計

発
生

県内 644 -305 5,876

管
内

知覧 3 -6 29
川辺 8 21 76
頴娃 2 4 38
合計 13 19 143

死
亡

県内 4 -14 52

管
内

知覧 0 2 2
川辺 0 1 1
頴娃 0 -2 1
合計 0 1 4

傷
者

県内 46 -256 7,007

管
内

知覧 3 -9 33
川辺 8 28 101
頴娃 2 13 54
合計 13 32 188

11月
November

（広告）

【お問い合わせ・広告代理店】（株）ホープ TEL 092-716-1401 

～ 子育て広場（参加自由） ～
■ プッチランド
毎週火曜日：11/10、17、24
場所：知覧校区公民館
開催時間：10：00～12：00

■ キラキラクラブ
毎週木曜日：11/5、12、19、26
場所：知覧保健センター
開催時間：10：00～12：00

■ 子育ておしゃべり広場
毎週火曜日：11/10、17、24
場所：勝目校区公民館
開催時間：10：00～12：00
毎週水曜日：11/4、11、18、25
場所：第１児童館
開催時間：10：00～12：00

くらしのカレンダー
日 曜日 行　事　・　事　業 時　間 場　所
1 日

2 月 南九州市文化祭（～３日） 9:00～ 頴娃・知覧・川辺文化会館
母子手帳交付（知覧） 9:30～11:00 知覧保健センター

3 火 文化の日

4 水
交通事故・財産管理無料相談会 9:00～12:00 ひまわり館
母子手帳交付（頴娃） 9:30～11:00 頴娃保健センター
育児相談（知覧） 10:00～11:30 知覧保健センター

5 木 育児・健康相談（頴娃） 10:00～11:30 頴娃保健センター
6 金 心配ごと相談（頴娃） 9:00～12:00 頴娃老人福祉センター
7 土

8 日

第28回かわなべ磨崖仏まつり 8:30～16:00 清水岩屋公園
南九州市川辺相撲大会 〃
第30回国民文化祭
「現代詩の祭典in南九州市」 知覧文化会館

9 月 母子手帳交付（川辺） 9:30～11:00 川辺保健センター
10 火 育児・健康相談（川辺） 10:00～11:30 川辺保健センター

11 水 健康相談（知覧） 10:00～11:30 知覧保健センター
介護相談会 10:00～15:00 川辺庁舎・夢郷館・頴娃庁舎

12 木
13 金

14 土 男性の悩み相談室 14:00～17:00 ちらん夢郷館
ちらん灯彩路 17:30～20:30 知覧武家屋敷庭園一帯

15 日
16 月 母子手帳交付（知覧） 9:30～11:00 知覧保健センター
17 火 行政相談・心配ごと相談（知覧） 9:00～12:00 知覧老人福祉センター
18 水
19 木
20 金
21 土 女性の悩み相談室 14:00～17:00 ちらん夢郷館
22 日 第10回記念みどりの美術展（～29日） 頴娃武道館
23 月 勤労感謝の日
24 火
25 水 母子手帳交付（頴娃） 9:30～11:00 頴娃保健センター
26 木 母子手帳交付（川辺） 9:30～11:00 川辺保健センター
27 金 心配ごと相談（川辺） 9:00～12:00 川辺保健センター
28 土
29 日 第7回南九州市歩こう会in知覧 9:00～ 知覧地域
30 月
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お茶のマメ知識 「
茶ち
ゃ
飲の

ん
話
し
」⑨

カ
ラ
イ
モ
ン
コ
ッ
パ
キ
イ

頴
娃
歴
史
民
俗
資
料
館

れ
き
み
ん
か
ん
だ
よ
り
④

　

さ
つ
ま
芋
を
、
２
〜
３
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
薄
さ
に

切
る
道
具
で
す
。

　

使
い
方
は
、
右
手
で
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
な
が
ら
、

左
手
で
箱
の
上
に
あ
る
穴
に
芋
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
す
る
と
、芋
は
輪
切
り
に
さ
れ
て
出
て
き
ま
す
。

輪
切
り
に
さ
れ
た
芋
は
、コ
ッ
パ
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

コ
ッ
パ
は
、
日
干
し
に
す
る
こ
と
で
保
存
食
や
、
粉

に
し
て
団
子
と
し
て
も
食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

戦時中には、芋はアルコール製造の原料になることから、国に供出されていたよう
です。コッパキイは、芋を切る作業を効率的に行うために考えられた道具です。

県 

茶 

市 

場
農 

協

荒 

茶 

工 

場

県 

内 

問 

屋 県 

外 

問 

屋

お
茶
の
流
通

お
茶
の
流
通

生葉で流通生葉で流通 荒茶で流通荒茶で流通 荒茶・仕上げ茶
で流通
荒茶・仕上げ茶
で流通 仕上げ茶で流通仕上げ茶で流通

小売店小売店

デパートデパート

スーパースーパー

その他その他

生
産
農
家

生
産
農
家

消 

費 

者

消 

費 

者

お
茶
は
、昔
か
ら
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
か
け
が
え
の
な
い
飲
み

物
で
す
。仕
事
が
一
段
落
し
息
抜
き
し
た
い
と
き
、家
族
が
顔
を
そ

ろ
え
た
と
き
、気
の
お
け
な
い
仲
間
が
集
ま
っ
た
と
き
、誰
か
ら
と

も
な
く
「
お
茶
に
し
ま
し
ょ
う
か
…
」と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
す
。

今日出会った人には二度と会うことが無いかもしれないのでその出会いを大
切にし、誠心誠意尽くすこと。

良い茶を淹れるには、良い水を選ぶことが大事。

鹿児島の「おもてなし」の文化で、訪ねてきた人を歓迎し気遣
う心。急いでいても「お茶一杯飲んでいきなさいよ」と言う鹿
児島の方言

薄いお茶をお客に出すのは失礼になるというならわしから、お
茶も人情をわきまえる心も共に濃いほうが良いということ。
※他にも「日常茶飯事」、「番茶も出花」、「茶々をいれる」などがあります。

・抹茶の日：２月６日　・麦茶の日：６月１日　・日本茶の日：10月 31 日
・紅茶の日、玄米茶の日：11月 1日　・お茶一杯の日：11月 23 日

お茶の販売にはさまざまな流通形態があります。

20
35

44

37

47

（単位：ｃｍ）

刃
の
部
分

18

50

お茶にまつわる日

お茶のことわざ・用語

一期一会

茶いっぺ

お茶と情けは
濃いごいと

茶は水が詮

お茶が売られるまで
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市
の
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が
９
月
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在
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月
比
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３
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分
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と
で
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。
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埼
玉
県
志
木
市

人 口 と 世 帯 数
（住民基本台帳）
平成27年9月30日現在

世帯数：17,114戸（前月比：-4）

19,987人
（前月比：+1）

17,366人
（前月比：+2）

女 男総人口
37,353人
（前月比：+3）



熱中！部活動！！
～市内中学校 部活動～
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【第18弾】川辺中学校 ⑥
吹奏楽部
◆紹介◆ 部員 １年生５人　２年生 12 人　３年生 11 人
   合計 28 人
◆目標◆ 多くの人が笑顔になれるような演奏！

～顧問の先生から～
　今年度川辺中学校に着任し、半年が過ぎようとしています。部員全
員が日々の練習に真剣に取り組む姿や、悩みながらも少しずつ成長す
る様子、そして本番での最高の笑顔に支えられながら過ごした半年で
した。改めて「吹奏楽っていいなあ」と私自身思う日々です。こうし
て生徒たちが演奏できるのも、保護者の方々や周囲の先生方、地域の
皆さまのおかげです。今後ともどうぞ応援よろしくお願いします。 

堀切 紗耶 先生

◆紹介◆ 部員 １年生 12 人　２年生 15 人　３年生７人
   合計 34 人
◆目標◆ 地区新人戦　団体ペア優勝 !!
　　　　 県大会　団体戦・個人戦出場！

～顧問の先生から～
　主力の 3年生から 2年生にバトンタッチされ、新チームが
スタートしました。先輩後輩の分け隔てなくチーム一丸となっ
て練習しています。地道な基礎練習を毎日続けて、だんだんと
うまくなっていく様はまさに「練習はうそをつかない」です。
個性豊かな部員たちは今日もにぎやかに好きな卓球に熱中して
います。この一瞬が人生の幸せな瞬間であることを感じながら
部活に打ち込んでほしいです。

吉永 聡志 先生

卓球部（男女）

～部長から～
　私たち吹奏楽部は、顧問の堀切先生、
副顧問の新條先生のご指導の下、「心の成
長」をモットーに練習に取り組んでいま
す。活動内容は、学校行事や定期演奏会、
地域からの依頼演奏を中心に行っていま
す。また、７月下旬に行われた夏の祭典
では金賞、県吹奏楽コンクールでは銀賞
を頂くことができました。新体制になっ
てまだ日が浅いですが、歴代の先輩方の
良さを引き継ぎ、そして私たちらしさを
プラスして精一杯頑張っていきます。

２年　内門 玲奈 さん

～キャプテンから～
　川辺中卓球部は、吉永先生と丸谷先生のご
指導の下、男女心を一つに高みを目指して頑
張っているチームです。この夏休みは午前中
練習、昼勉強した後に午後練習とハードなス
ケジュールをこなしました。この暑さの中、
鍛えた力を次の新人戦で発揮したいです。卓
球好きの 6年生が入部してくるのを楽しみに
待っています。

２年　小倉 夏希 さん


